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岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
第
六
二
巻
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
所
引
の
『
詩
』
理
解

周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
を
中
心
と
し
て

＊

藪

敏

裕

（
二
〇
〇
二
年
八
月
十
二
日
受
理
）

一
、
は
じ
め
に

一
九
九
四
年
、
千
二
百
枚
の
戦
国
時
代
の
竹
簡
が
（
以
後
、
戦
国
楚
竹
書

と
言
う
）
香
港
の
文
物
市
場
に
売
り
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年

八
月
十
六
日
の
『
文
匪
報
』
『
新
聞
午
報
』
が
こ
れ
ら
の
戦
国
楚
竹
書
の
中
に

『
孔
子
詩
論
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
報
道
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
十
八
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
新
出
土
簡
烏
国
際
学
術
検
討
会

に
お
い
て
戦
国
楚
竹
書
の
全
体
像
と
そ
の
中
の
『
孔
子
詩
論
』
が
公
表
さ
れ

中
国
文
化
界
の
注
目
を
集
め
た
。
私
が
こ
れ
を
直
接
日
に
し
た
の
は
、
上
海

古
籍
出
版
社
か
ら
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た

二
〇
〇
二
年
三
月
に
北
京
に
お
い
て
で
、
『
孔
子
詩
論
』
以
外
に
こ
の
中
に

『
財
衣
』
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
知
る
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

近
年
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
新
出
の
出
土
資
料
は
、
そ
の
数
と
内
容
か
ら

し
て
、
こ
れ
ら
を
無
視
ま
た
は
軽
視
し
て
は
新
し
い
中
国
古
代
文
化
の
研
究

を
行
う
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
っ
た
。
今
日
、
先
秦
か
ら
後
漠
に
か
け

て
の
時
期
の
中
国
文
化
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
其
の
全
体
像
を
画
こ

う
と
言
う
者
で
あ
れ
ば
言
う
ま
で
も
な
く
、
個
別
の
年
代
の
あ
れ
こ
れ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
と
言
う
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
を
検
討
す

る
こ
と
抜
き
に
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
従
来
の
文
献
資
料
が
無
意
味
・
不
必
要
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
と
必
要
性
に
限
定
が
加
え
ら
れ
た
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
後
の
申
国
文
化
研
究
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
新
出
資
料
を
従
来
の
文
献
資
料
と
突
き
合
わ
せ
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
今
日

最
も
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
出
資
料
を
従
来
の
文
献
資

料
や
そ
れ
を
材
料
に
用
い
て
画
か
れ
て
き
た
中
国
古
代
文
化
の
な
か
に
正
し

く
位
置
づ
け
意
味
づ
け
る
作
業
や
、
新
出
資
料
に
よ
る
今
日
的
な
観
点
に

立
っ
て
、
従
来
の
文
献
資
料
や
そ
れ
を
用
い
て
画
か
れ
て
き
た
中
国
古
代
文

化
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
す
作
業
が
、
今
ま
さ
に
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

『
孔
子
詩
論
』
の
『
詩
』
理
解
が
『
詩
』
の
成
立
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
知
見

を
与
え
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
解
明
を
本
稿
で
す
べ
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
本
稿
で
は
『
詩
』
清
廟
嘉
の
原
初
的
意
味
を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、

こ
れ
を
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
の
詩
理
解
と
比
較
し
、
戦
国
楚
竹
書
『
孔

子
詩
論
』
の
成
立
と
『
毛
傳
』
『
毛
序
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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と
、
一
章
八
句
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
。
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
は
こ
の
清
廟
 
 

篇
に
つ
い
て
の
あ
る
理
解
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
章
 
 

で
は
、
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
の
『
詩
』
理
解
を
考
察
す
る
前
に
戦
国
楚
竹
 
 

二
、
r
孔
子
詩
論
一
策
5
号
簡
所
引
の
清
廟
篇
の
原
初
的
意
味
 
 

戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
は
、
そ
の
中
に
『
詩
』
を
そ
の
篇
名
や
そ
の
 
 

本
文
の
一
部
と
い
う
形
で
多
数
引
用
し
て
い
る
。
馬
承
源
上
海
博
物
館
元
館
 
 

長
に
よ
れ
ば
、
そ
の
下
葬
年
代
は
炭
素
1
4
に
よ
る
年
代
測
定
の
結
果
で
は
二
 
 

三
〇
〇
±
六
八
年
前
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
 
 

『
詩
』
理
解
が
、
後
述
す
る
原
義
や
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
『
詩
』
解
釈
と
ど
 
 

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
が
分
か
れ
ば
、
従
来
の
文
献
資
料
の
み
を
用
い
て
 
 

画
か
れ
て
き
た
中
国
古
代
文
化
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
し
て
い
く
こ
と
 
 

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
、
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
 
 

の
『
詩
』
理
解
、
及
び
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
等
の
文
献
資
料
の
『
詩
』
理
解
を
 
 

中
国
古
代
文
化
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
け
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
 
 

論
』
第
5
号
簡
に
引
用
さ
れ
て
い
る
清
廟
篇
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 

『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
は
 
 

清
富
（
廟
）
、
王
恵
（
徳
）
也
。
至
臭
、
敬
宗
富
（
廟
）
之
豊
（
祀
）
、
 
 

己
（
以
）
為
几
（
其
）
否
（
本
）
、
兼
吉
（
文
）
之
恵
（
徳
）
、
百
（
以
）
 
 

為
几
（
其
）
薫
（
業
）
、
粛
誰
（
離
）
・
・
・
 
 

と
い
う
形
で
周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
を
引
用
し
て
い
る
。
 
 
 

清
廟
篇
は
、
 
 

於
穆
清
廟
 
 

済
済
多
士
 
 

封
越
在
天
 
 

不
顛
不
承
 
 

粛
離
顛
相
 
 

乗
文
之
徳
 
 

駿
奔
走
在
廟
 
 

無
射
於
人
斯
 
 

書
出
現
以
前
づ
ま
り
戦
国
期
以
前
の
清
廟
篇
の
原
初
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
 
 

て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

清
朝
考
証
学
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
詩
の
類
型
の
比
較
検
討
、
興
の
意
味
 
 

の
確
定
、
社
会
学
・
宗
教
学
等
の
援
用
と
い
う
方
法
を
用
い
た
『
詩
』
の
原
 
 

初
的
意
味
の
究
明
が
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
ダ
ラ
ネ
を
先
鞭
と
し
、
 
 

以
後
こ
れ
に
続
く
聞
一
多
・
松
本
雅
明
・
白
川
静
・
赤
塚
忠
・
家
井
真
ら
の
 
 

諸
研
究
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
初
的
意
味
が
い
つ
の
時
代
の
も
の
で
 
 

あ
る
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
魯
頒
・
関
宮
篇
の
 
「
周
公
 
 

之
孫
、
荘
公
之
子
」
が
魯
の
借
公
（
紀
元
前
六
五
九
－
六
二
七
）
 
の
こ
と
で
 
 

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
頒
の
成
立
は
松
本
雅
明
（
松
本
雅
明
『
詩
経
詩
編
 
 

の
成
立
に
関
す
る
研
究
（
下
）
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
八
年
、
六
三
二
頁
）
の
 
 

「
こ
の
よ
う
に
、
「
詩
経
」
中
に
年
代
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
も
つ
詩
は
、
 
 

前
八
世
紀
末
か
ら
前
六
世
紀
初
頭
に
及
ぶ
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
言
 
 

う
説
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
つ
。
当
然
年
代
を
推
定
で
き
な
い
詩
が
多
 
 

数
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
分
量
の
詩
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
原
『
詩
』
と
な
る
 
 

の
は
前
六
世
紀
初
頭
以
降
で
あ
る
と
は
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
戦
国
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
 
 

は
、
前
六
世
紀
初
頭
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
と
、
 
 

漠
代
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
と
の
中
間
に
位
置
す
る
 
 

可
能
性
が
高
い
こ
と
と
な
る
。
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
の
詩
理
解
が
、
詩
の
 
 

原
初
的
意
味
や
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
詩
理
解
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
 
 

か
を
分
析
す
れ
ば
、
従
来
の
文
献
の
み
を
用
い
て
行
わ
れ
て
き
た
『
詩
』
『
詩
 
 

経
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
し
て
い
く
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
つ
ま
り
、
詩
の
原
初
的
意
味
、
戦
国
楚
竹
書
の
詩
理
解
、
『
毛
侍
』
『
毛
 
 

序
』
等
の
文
献
資
料
の
詩
理
解
を
中
国
古
代
文
化
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
 
 

け
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
前
述
し
た
問
題
意
識
を
踏
 
 

ま
え
て
、
清
廟
篇
の
原
初
的
意
味
を
考
察
し
て
み
る
。
『
詩
経
』
の
解
釈
は
諸
 
 － 2 －   



上海博物館歳戦国楚竹書『孔子詩論』所引の『詩』理解  196  

説
紛
々
と
し
て
こ
れ
を
如
何
に
読
ん
だ
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
立
論
は
砂
上
 
 

の
楼
閣
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

○
於
穆
清
廟
 
「
於
」
は
、
毛
停
が
 
「
歎
辞
也
」
と
言
う
如
く
、
感
嘆
詞
で
 
 

「
鳴
」
と
通
用
し
、
「
あ
あ
」
と
訓
ず
。
大
雅
・
文
王
篇
「
於
昭
干
天
」
の
「
於
」
 
 

と
同
じ
。
「
穆
」
は
、
こ
こ
は
毛
樽
が
「
美
」
と
言
う
よ
う
に
、
天
子
・
天
命
 
 

等
政
治
的
文
化
的
に
す
ば
ら
し
い
も
の
を
形
容
す
る
語
。
本
来
は
祖
霊
の
徳
 
 

を
称
え
る
語
で
、
大
い
に
輝
け
る
様
を
形
容
す
る
語
。
大
雅
・
文
王
篇
や
償
 
 

楽
篇
「
穆
穆
皇
皇
」
の
「
穆
」
も
同
じ
。
○
粛
難
顛
相
 
「
粛
離
」
は
、
恐
れ
 
 

慎
む
中
に
も
和
や
か
さ
が
あ
る
様
。
召
南
・
何
彼
損
失
篇
「
粛
離
」
、
お
よ
び
 
 

大
雅
・
恩
努
篇
「
難
難
在
宮
 
粛
粛
在
廟
」
参
照
。
「
蘇
」
は
顕
明
、
顧
赫
の
 
 

意
で
、
明
ら
か
・
輝
か
し
い
こ
と
。
小
雅
・
湛
露
篇
「
顛
允
君
子
」
の
「
顛
」
 
 

と
同
じ
。
「
相
」
は
、
毛
侍
が
「
助
也
」
と
言
い
高
亨
が
「
助
祭
之
人
」
と
言
 
 

う
よ
う
に
助
祭
者
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
林
義
光
は
「
相
讃
烏
爽
。
 
 

相
爽
古
同
音
。
井
人
鐘
云
、
意
（
頗
）
聖
喪
（
爽
）
嚢
（
恵
）
虞
宗
室
。
意
 
 

喪
亦
顕
爽
之
侭
借
。
虞
宗
室
而
顕
爽
、
輿
詩
言
在
清
廟
而
顛
相
、
語
意
正
岡
 
 

也
。
思
斉
篇
薙
薙
在
宮
、
粛
粛
在
廟
、
是
斎
藤
烏
処
清
廟
之
容
。
推
之
頼
相
 
 

亦
嘗
然
臭
。
」
 
と
、
清
廟
に
い
る
様
を
形
容
す
る
語
で
さ
わ
や
か
の
意
と
す
 
 

る
。
『
金
文
常
用
字
典
』
（
陳
初
生
者
、
隣
西
人
民
出
版
社
、
）
は
「
喪
、
通
爽
、
 
 

明
也
」
と
す
る
に
従
い
、
明
ら
か
と
訳
す
。
○
済
済
多
士
 
威
厳
の
あ
る
立
 
 

派
な
多
く
の
賢
士
。
大
雅
・
文
王
篇
「
多
士
」
「
贋
済
」
と
同
じ
。
○
案
文
之
 
 

徳
 
「
乗
」
は
、
毛
侍
が
「
執
文
徳
之
人
也
」
と
言
い
、
陳
臭
が
「
乗
、
操
也
、
 
 

把
也
。
乗
訓
執
。
」
と
言
う
よ
う
に
、
執
る
意
。
「
文
之
徳
」
は
、
大
雅
・
江
 
 

漢
篇
「
矢
其
文
徳
」
の
「
文
徳
」
と
同
じ
く
、
人
々
を
心
服
さ
せ
る
文
化
的
・
 
 

宗
教
的
・
政
治
的
徳
性
。
林
義
光
は
誤
り
と
す
る
が
、
『
鄭
箋
』
以
降
「
文
王
 
 

の
徳
」
と
す
る
有
力
な
説
も
あ
る
。
○
封
越
在
天
 
「
封
越
」
は
、
王
念
孫
が
 
 

（
王
引
之
『
経
義
述
聞
』
）
『
爾
雅
』
繹
言
を
根
接
に
「
越
」
を
「
揚
」
に
改
め
 
 

「
封
越
」
を
「
封
揚
」
と
す
る
に
従
う
。
「
封
揚
」
は
大
雅
・
江
漢
篇
「
封
揚
 
 

王
休
」
の
「
封
揚
」
と
同
じ
く
、
答
え
る
こ
と
。
○
駿
奔
走
在
廟
 
「
駿
」
は
 
 

毛
樽
が
「
長
也
」
と
言
う
よ
う
に
、
長
い
期
間
の
意
。
小
雅
・
南
無
正
篇
「
不
 
 

駿
其
徳
」
の
毛
侍
「
駿
、
長
也
」
に
馬
瑞
辰
が
「
詩
毎
借
天
以
刺
王
、
言
実
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天
不
駿
其
徳
、
猶
節
南
山
云
「
不
弔
実
天
、
乱
靡
有
定
」
也
」
と
言
う
を
参
 
 

照
。
一
説
に
集
伝
は
「
大
而
疾
也
」
と
遠
く
の
意
に
と
り
、
屈
萬
里
・
高
亨
 
 

等
も
こ
れ
に
従
う
。
「
奔
」
は
出
か
け
て
行
く
意
（
王
風
・
大
草
篇
）
。
大
雅
・
 
 

麻
篇
の
 
「
奔
奏
」
は
一
本
「
奔
走
」
 
に
作
る
。
○
不
顛
不
承
 
大
雅
・
文
王
 
 

篇
「
有
周
不
顛
」
の
毛
侍
が
「
不
顛
、
顛
也
。
頼
光
也
。
」
と
言
う
よ
う
に
、
 
 

こ
こ
の
繭
「
不
」
は
語
助
で
否
定
の
意
味
は
な
い
（
王
引
之
も
『
経
義
述
聞
』
 
 

に
「
引
之
謹
案
、
不
額
不
承
、
即
杢
願
姦
承
」
と
言
う
。
）
。
「
不
額
」
は
輝
か
 
 

し
い
こ
と
。
「
不
承
」
の
「
承
」
は
、
毛
侍
は
「
見
承
於
人
夫
」
と
継
承
す
る
 
 

こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
馬
瑞
辰
は
、
文
王
篇
「
帝
命
不
時
」
の
「
不
時
」
 
 

を
「
不
承
」
の
償
借
と
し
て
「
時
嘗
読
薦
承
。
時
、
承
一
声
之
転
。
・
・
・
 
 

王
尚
書
搾
周
頚
「
不
承
」
日
、
「
承
者
、
美
大
之
詞
、
音
読
「
文
王
惑
哉
」
之
 
 

惑
。
釈
文
引
韓
詩
日
「
桑
、
美
也
。
」
。
今
按
此
詩
「
帝
命
不
時
」
、
時
讃
承
、
 
 

亦
嘗
訓
美
。
」
と
言
い
、
美
し
い
様
と
す
る
。
馬
瑞
辰
に
従
う
。
○
無
射
於
人
 
 

斯
 
「
無
射
」
は
、
大
雅
・
思
索
篇
「
無
射
亦
保
」
の
毛
侍
が
「
無
厭
也
」
と
 
 

言
う
よ
う
に
厭
う
こ
と
が
な
い
・
嫌
う
こ
と
が
な
い
の
意
。
「
斯
」
 
は
語
助
 
 

詞
。
召
南
・
股
其
雷
「
何
斯
遵
斯
」
Ⅵ
「
斯
」
と
同
じ
。
 
 
 

こ
の
語
釈
に
よ
る
全
体
の
詩
意
は
、
 
 

あ
あ
、
り
っ
ば
で
か
つ
清
ら
か
な
み
た
ま
や
。
（
祖
霊
は
）
厳
か
か
つ
和
 
 

や
か
、
明
る
く
輝
か
し
く
。
 
 

威
厳
の
あ
る
立
派
な
多
く
の
賢
士
は
、
（
祖
霊
の
）
す
ば
ら
し
い
徳
を
実
 
 

践
し
て
い
ま
す
。
 
 

天
に
答
え
よ
う
と
、
い
つ
も
お
こ
た
る
こ
と
な
く
み
た
ま
や
に
走
り
つ
 
 

か
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

輝
か
し
く
す
ば
ら
し
い
 
（
祖
霊
偲
）
、
人
々
か
ら
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
な
 
 

。
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
清
廟
篇
は
、
降
臨
し
た
祖
先
の
祖
霊
を
祭
る
人
々
を
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こ
の
清
廟
宗
全
体
に
対
し
て
、
『
毛
侍
』
は
「
於
、
歎
辞
也
。
穆
、
美
。
粛
、
 
 

敬
。
難
、
和
。
相
、
助
也
。
執
文
徳
之
人
也
。
駿
、
長
也
。
頼
於
天
央
、
見
 
 

承
於
人
夫
、
不
見
厭
於
人
夫
。
」
と
注
す
る
。
『
毛
侍
』
は
、
清
廟
篇
の
第
二
 
 

句
の
「
相
」
を
助
祭
者
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
顛
」
は
本
来
降
臨
し
た
祖
霊
を
 
 

形
容
す
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
『
毛
侍
』
は
、
「
顛
相
」
を
「
す
ば
ら
し
い
助
 
 

祭
者
」
と
解
釈
し
、
原
義
と
し
て
は
こ
の
解
釈
は
誤
り
で
は
あ
る
が
、
「
顛
」
 
 

を
助
祭
者
達
を
形
容
す
る
語
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
清
廟
篇
の
解
 
 

釈
は
、
 
 

あ
あ
、
り
っ
ば
で
か
つ
清
ら
か
な
み
た
ま
や
。
有
徳
の
助
祭
者
達
は
厳
 
 

か
か
つ
和
や
か
。
 
 
 

威
厳
の
あ
る
立
派
な
多
く
の
賢
士
は
、
（
祖
霊
臥
）
す
ば
ら
し
い
徳
を
実
 
 

践
し
て
い
ま
す
。
 
 

天
に
在
る
祖
霊
に
対
し
て
、
（
多
く
の
賢
士
は
）
長
く
清
廟
に
あ
っ
て
走
 
 

り
仕
え
て
い
ま
す
。
 
 

天
に
対
し
て
輝
か
し
く
ま
た
人
々
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
 
（
祖
霊
の
徳
 
 

は
）
、
人
々
か
ら
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
 
 

と
な
る
。
原
初
的
な
解
釈
で
は
「
済
済
多
士
」
が
一
環
し
て
祭
り
を
執
り
 
 

行
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
毛
停
』
 
で
は
、
「
相
」
と
「
清
酒
多
士
」
の
二
 
 

描
写
し
な
が
ら
、
祭
祀
を
行
う
人
間
の
祖
先
に
対
す
る
思
慕
を
叙
述
す
る
詩
 
 

で
あ
る
。
 
 

三
、
r
毛
侍
』
と
r
毛
序
L
の
周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
解
釈
 
 

清
廟
篇
を
再
掲
す
る
。
 
 

於
穆
清
廟
 
 

済
済
多
士
 
 

封
越
在
天
 
 

不
額
不
承
 
 

粛
離
顆
相
 
 

乗
文
之
徳
 
 

駿
奔
走
在
廟
 
 

無
射
於
人
斯
 
 

種
類
に
表
現
さ
れ
る
人
物
が
祭
り
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

一
方
、
清
廟
篇
の
『
毛
序
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 

．
祀
文
王
也
。
周
公
既
成
洛
邑
。
朝
諸
侯
、
率
以
祀
文
王
焉
。
 
 
 

周
公
が
、
文
王
の
死
後
洛
邑
を
作
り
、
文
王
を
祀
っ
た
際
に
制
作
さ
れ
た
 
 

『
詩
』
と
す
る
。
『
毛
序
』
が
清
廟
篇
全
体
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
は
は
っ
 
 

き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
「
済
済
多
士
」
を
周
公
や
そ
の
家
臣
達
、
「
文
之
徳
」
 
 

を
文
王
の
徳
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
 
 

四
、
「
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
の
清
廟
篇
理
解
 
 

以
上
周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
を
検
討
し
、
『
毛
侍
』
や
『
毛
序
』
の
附
 
 

会
を
極
力
排
除
し
て
、
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
が
か
な
り
復
元
で
き
る
こ
と
を
 
 

述
べ
た
。
一
方
『
毛
侍
』
や
『
毛
序
』
が
周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
を
ど
 
 

の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
、
話
を
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
に
移
し
た
い
。
『
孔
子
詩
論
』
第
 
 

5
号
簡
に
引
用
さ
れ
る
詩
理
解
が
、
上
述
し
た
原
初
的
意
味
や
『
毛
侍
』
や
 
 

『
毛
序
』
の
詩
解
釈
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
が
分
か
れ
ば
、
従
来
の
文
 
 

献
資
料
の
み
を
用
い
て
画
か
れ
て
き
た
中
国
古
代
文
化
研
究
を
全
面
的
に
検
 
 

討
し
直
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
は
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
に
、
 
 

清
富
（
廟
）
、
王
意
（
徳
）
也
。
至
臭
、
敬
宗
富
（
廟
）
之
豊
（
穫
）
、
 
 

百
（
以
）
為
几
（
其
）
畜
（
本
）
、
兼
吉
（
文
）
之
恵
（
徳
）
、
百
（
以
）
 
 
 

為
几
（
其
）
轢
（
業
）
、
粛
誰
（
難
）
・
・
・
 
 

と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
「
清
廟
篇
は
、
王
の
徳
に
つ
い
て
述
べ
 
 

る
。
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
。
宗
廟
の
礼
を
慎
み
行
い
、
こ
れ
を
根
本
と
し
 
 

て
、
す
ば
ら
し
い
徳
を
実
践
し
、
こ
れ
を
務
め
と
す
る
。
（
『
詩
』
清
廟
篇
に
）
 
 

「
粛
難
・
・
・
」
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。
贋
瀬
薫
雄
氏
に
よ
れ
ば
『
孔
子
詩
 
 

論
』
中
に
文
王
を
指
す
場
合
は
「
文
」
を
使
い
、
口
を
加
え
た
「
苗
」
は
文
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徳
の
文
、
文
化
教
養
方
面
の
意
で
あ
る
。
従
っ
て
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
 
 

は
こ
の
「
文
徳
」
を
「
す
ば
ら
し
い
億
」
と
言
う
原
初
的
意
味
に
近
い
意
味
 
 

に
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

聞
一
多
や
ダ
ラ
ネ
以
降
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
原
初
的
意
 
 

味
が
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
に
な
か
に
残
存
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
『
孔
子
 
 

詩
論
』
第
5
号
簡
は
、
清
廟
篇
を
一
貫
し
て
王
の
宗
廟
で
の
行
為
に
つ
い
て
 
 

の
描
写
と
し
て
い
る
。
「
洒
洒
多
士
」
が
王
を
指
す
と
す
れ
ば
原
初
的
意
味
と
 
 

は
ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
不
顧
不
承
」
の
「
不
」
が
原
初
的
意
味
で
 
 

は
「
丞
」
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
が
ど
う
解
釈
し
て
 
 

い
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
 
 
 

そ
れ
で
は
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
と
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
関
係
は
ど
 
 

う
だ
ろ
う
か
。
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
と
『
毛
侍
』
は
「
文
徳
」
を
「
す
ば
 
 

ら
し
い
徳
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
『
毛
序
』
は
、
「
文
王
の
徳
」
と
解
釈
し
 
 

て
い
る
。
一
方
、
「
相
」
に
つ
い
て
は
『
毛
侍
』
が
「
助
祭
者
」
と
解
釈
し
、
 
 

『
毛
序
』
も
明
言
は
し
な
い
が
「
周
公
と
諸
侯
が
共
に
祀
る
」
と
解
釈
し
て
い
 
 

る
の
で
、
「
相
」
を
お
そ
ら
く
『
鄭
箋
』
の
 
「
又
諸
侯
有
光
明
著
見
之
徳
者
、
 
 

釆
助
祭
。
」
と
同
様
「
助
祭
者
＝
諸
侯
」
と
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
共
に
「
相
」
と
「
済
済
多
士
」
の
二
種
類
に
 
 

表
現
さ
れ
る
人
物
が
祭
り
に
関
与
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
点
も
 
 

『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

五
、
お
わ
り
に
 
 

現
在
中
国
を
中
心
と
し
て
、
中
国
古
代
文
化
研
究
の
再
検
討
が
盛
ん
に
行
 
 

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
こ
の
三
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
出
土
し
た
 
 

移
し
い
数
の
新
出
資
料
に
よ
っ
て
、
従
来
の
文
献
だ
け
を
用
い
て
行
っ
た
研
 
 

究
が
今
な
お
有
効
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
直
す
必
要
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
 
 

あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
清
朝
考
証
学
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
詩
の
類
型
の
比
較
検
討
、
興
 
 

の
意
味
の
確
定
、
社
会
学
・
宗
教
学
等
の
援
用
と
い
う
方
法
を
用
い
た
『
詩
』
 
 

の
原
初
的
意
味
の
究
明
が
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
ダ
ラ
ネ
を
先
鞭
と
 
 

し
、
以
後
こ
れ
に
続
く
聞
一
多
・
松
本
雅
明
・
白
川
静
・
赤
塚
忠
・
家
井
真
 
 

ら
の
諸
研
究
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
初
的
意
味
が
い
つ
の
時
代
の
も
 
 

の
で
あ
る
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
魯
頚
・
関
宮
篇
の
 
 

「
周
公
之
孫
、
荘
公
之
子
」
が
魯
の
偉
公
（
紀
元
前
六
五
九
－
六
二
七
）
の
こ
 
 

と
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
頒
の
成
立
は
松
本
雅
明
の
 
「
こ
の
よ
う
に
、
 
 

「
詩
経
」
申
に
年
代
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
も
つ
詩
は
、
前
八
世
紀
末
か
ら
 
 

前
六
世
紀
初
頭
に
及
ぶ
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
言
う
説
は
そ
れ
な
り
 
 

の
説
得
力
を
持
つ
。
当
然
年
代
を
推
定
で
き
な
い
詩
が
多
数
あ
る
が
、
あ
る
 
 

程
度
の
分
量
の
詩
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
原
『
詩
』
と
な
る
の
は
前
六
世
紀
初
 
 

頭
以
降
で
あ
る
と
は
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
戦
国
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
 
 

は
、
前
六
世
紀
初
頭
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
と
、
 
 

漢
代
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
と
の
中
間
に
位
置
す
る
 
 

可
能
性
が
高
い
こ
と
と
な
る
。
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
 
の
詩
理
解
が
、
 
 

詩
の
原
初
的
意
味
や
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
詩
理
解
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
 
 

あ
る
か
を
分
析
す
れ
ば
、
従
来
の
文
献
の
み
を
用
い
て
行
わ
れ
て
き
た
『
詩
』
 
 

『
詩
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
し
て
い
く
こ
と
が
 
 

で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
詩
の
原
初
的
意
味
、
戦
国
楚
竹
書
『
孔
 
 

子
詩
論
』
 
の
詩
理
解
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
等
の
文
献
資
料
の
詩
理
解
を
中
国
 
 

古
代
文
化
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
け
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

今
回
の
戦
国
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
の
出
現
は
、
孔
子
か
ら
の
 
『
詩
』
伝
 
 

承
の
実
体
解
明
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
と
し
て
学
会
に
大
き
な
波
紋
を
巻
 
 

き
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
詩
』
周
頒
・
清
廟
之
什
・
清
廟
篇
を
も
と
に
 
 

検
討
し
て
み
る
と
、
『
孔
子
詩
論
』
第
5
号
簡
と
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
は
、
主
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祭
者
が
祖
霊
を
祀
る
の
か
あ
る
い
は
主
祭
者
と
助
祭
者
が
祖
霊
を
祀
る
の
か
 
 

と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
が
解
る
。
清
廟
篇
理
解
に
関
す
る
限
り
、
『
孔
子
詩
 
 

論
』
と
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
今
後
、
戦
国
 
 

楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
．
が
引
用
す
る
『
詩
』
全
体
の
解
釈
と
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
 
 

の
 
『
詩
』
の
解
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
 
 

お
も
わ
れ
る
。
 
 

（
付
記
）
 
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
学
研
交
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
C
－
2
」
 
 

（
課
題
番
号
・
一
四
五
一
〇
〇
一
八
）
 
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
 
 

あ
る
。
 
 

＊
岩
手
大
学
教
育
学
部
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